
金沢工業大学 数理工教育研究センター添削 

対数計算 6－4 

4/11 

２．対数の性質  

    

0 110 ,  1  ,  

log  ,  l 1g1 0 oa a

a a a a a

a

> ≠ = =

= =
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底の変換公式 
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例題２ 次の式を計算しなさい。〔対数の性質Ⅰ～Ⅲの利用〕 
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例題３ 次の計算をしなさい。〔底の変換公式の利用〕   
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を新しい として変換

（底の は で、底を に変換すると対数計算が簡単になります。

底
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底が異なっているので、底をそろえて計算する。

）

①　底を にそろえると
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② 底を にそろえると
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